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Ａ
の
役
職
員
が
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
「
農
協
方
式
」
の
技
能
実
習
は
、
Ｊ
Ａ

が
技
能
実
習
生
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
技

能
実
習
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、
農
家
で

農
業
技
術
を
学
ぶ
制
度
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
、

制
度
に
則
り
、
２
０
２
０
年
か
ら
受
け
入

れ
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

実
習
生
は
、
今
後
３
年
間
の
期
間
を
目

標
に
、
ピ
ー
マ
ン
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
施

設
園
芸
や
、
カ
ン
シ
ョ
を
中
心
と
し
た
畑

作
農
業
の
実
習
を
行
い
、
実
践
的
な
技
能

習
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
は
、
実
習
生
が
自
分
達
で
主
食
用

米
の
栽
培
や
野
菜
栽
培
を
行
う
な
ど
、
日

本
で
の
生
活
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ

う
配
慮
し
た
上
で
、
Ｊ
Ａ
の
関
連
施
設
に

お
け
る
作
業
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

　

南
州
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
株
式
会
社

（
錦
江
町
）
は
４
月
27
日
、
鹿
屋
市
商
工

会
議
所
で
第
１
回
「
大
隅
未
来
創
造
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
開
き
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
、

関
係
機
関
か
ら
45
人
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
森
田
俊
彦
代
表
取
締
役
社
長
は

あ
い
さ
つ
で
「
過
疎
化
や
遊
休
農
地
の
活

用
等
に
つ
い
て
、
産
官
学
で
様
々
な
観
点

か
ら
協
議
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
大
隅
地
域
の

農
畜
産
業
の
発
展
維
持
、
地
域
活
性
化
を

目
的
と
し
て
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大

豆
、
麦
な
ど
の
国
産
濃
厚
飼
料
の
生
産
・

遊
休
農
地
の
活
用
・
担
い
手
の
確
保
な
ど

に
取
り
組
む
予
定
。

　

第
１
回
目
は
、「
担
い
手
・
入
植
者
受

入
態
勢
」「
遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
解

消
へ
の
課
題
」「
国
産
濃
厚
飼
料
の
今
後

の
可
能
性
」
に
つ
い
て
座
長
の
九
州
大
学

名
誉
教
授
甲
斐
諭
教
授
を
座
長
に
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
加
し
た
Ｊ
Ａ
鹿

児
島
き
も
つ
き
の
下
小
野
田
寛
組
合
長

は
「
消
費
者
に
好
ま
れ
る
牛
を
作
る
た
め
、

今
後
も
後
継
者
育
成
や
技
術
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
４
月
23
日
、
24
日
の
２
日
間
、

同
Ｊ
Ａ
の
農
畜
産
物
直
売
所
「
ど
っ
菜
市

場
」の
オ
ー
プ
ン
２
周
年
を
記
念
し
て「
周

年
祭
」
を
開
き
ま
し
た
。
組
合
員
や
地
域

住
民
な
ど
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
新
茶
の
試
飲
や
Ａ
５
ラ
ン

ク
鹿
児
島
黒
牛
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
、

「
辺
塚
だ
い
だ
い
カ
ン
パ
チ
」
の
試
食
会

や
農
畜
産
物
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
を
開

催
。
Ｊ
Ａ
職
員
が
「
き
も
つ
き
屋
台
市
」

を
開
き
、
管
内
の
食
材
を
使
っ
た
焼
き
そ

ば
や
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を
お

得
に
買
う
事
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
定

期
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
欲
し
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

４
月
中
旬
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
に
、

外
国
人
技
能
実
習
生
「
農
協
方
式
」
の
一

期
生
６
人
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
着
任
。
Ｊ

周年祭で賑わうどっ菜市場店内

コンソーシアムの様子

着任した技能実習生を迎えるＪＡ役職員
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売
っ
て
い
て
、
楽
し
く
買
い
物
が
で
き
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
フ
ェ
ア
が
あ
っ
た
ら

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

き
も
つ
き
愛
牛
会
は
４
月
29
日
、
Ｊ
Ａ

鹿
児
島
き
も
つ
き
の
農
畜
産
物
直
売
所

「
ど
っ
菜
市
場
」
を
中
心
と
す
る
複
合
施

設
「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
か
の
や
」（
鹿
屋
市
）

で
、
き
も
つ
き
牛
応
援
歌
「
翔
け
（
は
ば

た
け
）
！
き
も
つ
き
黒
牛
甚
句
」
Ｃ
Ｄ
完

成
披
露
会
を
開
催
。
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ

き
、
Ｊ
Ａ
肝
付
吾
平
町
、
肝
属
種
雄
牛
管

理
者
会
な
ど
、
関
係
者
約
20
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

同
会
は
、
２
０
１
９
年
２
月
に
「
き
も

つ
き
牛
」
の
改
良
・
振
興
へ
の
貢
献
を
目

的
に
き
も
つ
き
管
内
の
行
政
や
Ｊ
Ａ
の
畜

産
指
導
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
６
人
で
発
足
。
現
在

は
７
人
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
曲
は
、
相
撲
甚
句
調
の
囃
子
歌
で
、

歌
う
の
は
南
大
隅
町
在
住
で
元
Ｊ
Ａ
職
員

の
山
野
哲
慈
さ
ん（
75
）。
Ｃ
Ｄ
の
作
成
は
、

鹿
屋
市
の
㈱
Ｌ
Ｃ
Ｒ
デ
ザ
イ
ン
に
制
作
を

依
頼
し
ま
し
た
。

　

き
も
つ
き
愛
牛
会
の
会
員
で
考
え
た
歌

詞
に
は
、「
第
五
栄
光
」
号
や
「
金
水
九
」

号
な
ど
、
肝
属
地
区
の
和
牛
改
良
に
貢
献

し
て
き
た
種
雄
牛
が
登
場
。
今
年
10
月
に

開
催
さ
れ
る
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
と
県
経
済
連
は

４
月
29
日
、
鹿
児
島
市
の
お
い
ど
ん
市
場

与
次
郎
館
で
初
め
て
鹿
児
島
き
も
つ
き

フ
ェ
ア
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
場
の
特
設
ブ
ー
ス
で
は
、
な
ん
ぐ
う

地
区
の
春
バ
レ
イ
シ
ョ
や
東
串
良
地
区
の

ピ
ー
マ
ン
・
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
特
産
物
を

販
売
し
た
他
、ブ
ラ
ン
ド
豚
肉
「
茶
美
豚
」

の
炭
火
焼
や
同
Ｊ
Ａ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

「
辺
塚
だ
い
だ
い
ジ
ュ
ー
ス
」
な
ど
を
販

売
。
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ア
の
来
場
者
は
「
チ
ラ
シ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
フ
ェ
ア
の
こ
と
を
知
っ
て
今
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
。
色
々
な
も
の
が

会
鹿
児
島
大
会
（
鹿
児
島
全
共
）
へ
出
場

す
る
生
産
者
へ
の
応
援
歌
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

同
会
の
江
口
一
男
会
長
は
「
立
派
な
甚

句
が
で
き
た
と
確
信
し
て
い
る
。
こ
の
歌

で
肝
属
地
区
の
畜
産
農
家
を
元
気
に
す
る

と
と
も
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

会
に
出
席
し
た
当
Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
組

合
長
は
「『
き
も
つ
き
牛
』
を
応
援
す
る

歌
を
作
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

こ
の
歌
を
励
み
に
鹿
児
島
全
共
に
向
け
準

備
を
進
め
、
先
輩
方
が
紡
い
だ
歴
史
を
次

世
代
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

Ｃ
Ｄ
は
５
０
０
枚
製
作
。
肝
属
地
区
で

鹿
児
島
全
共
に
出
品
す
る
生
産
者
や
関
係

者
ら
に
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

東
串
良
町
園
芸
振
興
会
は
、
県
ブ
ラ
ン

ド
「
東
串
良
の
ピ
ー
マ
ン
」
と
「
東
串
良

の
キ
ュ
ウ
リ
」
計
約
45
㌔
を
、
町
内
の
保

育
園
３
カ
所
に
贈
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
子
ど
も
達
に
地
元
産
野
菜
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
保
育
園
を
巡

回
。
同
振
興
会
の
役
員
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き

完成披露会会場にて

ＣＤを披露する江口会長㊧と山野さん㊨

にぎわうフェア会場
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張
の
面
持
ち
で
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

審
査
後
、
審
査
員
か
ら
「
発
育
が
良
く
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
牛
が
多
く
見
ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
管
理
を
よ
り
徹
底

し
て
欲
し
い
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
組
合
長
は
「
生
産
者

や
技
術
員
の
努
力
が
牛
の
姿
に
表
れ
て
い

て
心
強
い
。
地
域
の
皆
さ
ん
に『
日
本
一
』

の
感
動
を
お
届
け
す
る
た
め
に
も
、
８
月

の
県
最
終
予
選
会
に
最
善
の
状
態
で
臨
ん

で
欲
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
７
月
の
肝
属
地
区
二
次
予
選
、

８
月
の
県
最
終
予
選
会
を
経
て
、
10
月
の

本
大
会
に
臨
み
ま
す
。

　

鹿
屋
市
で
５
月
９
日
、
加
工
用
バ
レ
イ

シ
ョ
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
市
で
栽
培
す
る
主
な
品
種
は
「
ト
ヨ

シ
ロ
」。
同
品
種
は
還
元
糖
含
量
が
少
な

く
、
油
加
工
に
適
し
て
い
る
た
め
、
ポ
テ

ト
チ
ッ
プ
ス
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
屋
支
所
の
担
当
者
は
「
日
照
不

足
で
例
年
よ
り
若
干
小
玉
傾
向
。
雨
が
降

る
と
品
質
が
落
ち
る
た
め
、
早
め
に
掘
り

取
り
を
進
め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
加
工
用
バ
レ
イ
シ
ョ
は
、
全

量
を
カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
株
式
会
社
へ
出
荷

し
ま
す
。

　

収
穫
は
６
月
中
旬
ま
で
続
く
見
込
み
で

す
。

も
つ
き
の
職
員
ら
が
、
新
鮮
な
ピ
ー
マ
ン

と
キ
ュ
ウ
リ
を
園
児
ら
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

豊
栄
保
育
園
を
訪
問
し
た
永
野
会
長
は

「
地
元
で
生
産
さ
れ
た
ピ
ー
マ
ン
・
キ
ュ

ウ
リ
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
だ
さ
い
。
特

に
ピ
ー
マ
ン
は
苦
み
が
少
な
い
の
で
美
味

し
い
で
す
よ
」
と
園
児
に
声
を
か
け
ま
し

た
。

　

野
菜
を
受
け
取
っ
た
園
児
は
「
ピ
ー
マ

ン
と
キ
ュ
ウ
リ
、
お
い
し
い
か
ら
大
好

き
！
」
と
元
気
よ
く
答
え
ま
し
た
。

　

提
供
さ
れ
た
ピ
ー
マ
ン
・
キ
ュ
ウ
リ
は

保
育
園
の
給
食
で
使
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
は
５
月
16
日
、

今
年
10
月
開
催
の
第
12
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
鹿
児
島
大
会
（
鹿
児
島
全
共
）
へ

向
け
た
肝
属
地
区
第
一
次
予
選
会
を
鹿
屋

市
の
肝
属
中
央
家
畜
市
場
で
開
き
ま
し
た
。

　

同
Ｊ
Ａ
管
内
各
地
区
か
ら
「
若
雌
の

１
」
19
頭
、「
若
雌
の
２
」
54
頭
、
繁
殖

雌
牛
群
区
12
頭
、
高
等
登
録
群
区
３
組
９

頭
、
総
合
評
価
群
区
45
頭
、
特
別
区
４
頭

の
計
１
４
３
頭
が
出
品
さ
れ
、
比
較
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
区
で
は
、
鹿
屋
農
業
高
校
の
生
徒

が
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
牛
を
出
品
。
緊

野菜を受取った豊栄保育園の園児

予選会の様子

特別区の審査

収穫されたバレイショ
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「ひと・いえ・くるま」の総合保障で、
皆さまを一生涯サポートします。

永山　拓也
（鹿　屋）

下瀬　恵
（大姶良）

加治屋　哲也
（串　良）

末廣　賢
（根　占）

平山　双太
（東　部）

仮屋　友子
（串　良）

中本　祐子
（佐　多）

高吉　智恵
（鹿　屋）

田中　仁司
（垂　水）

一松　広宣
（東串良）

市來　由紀
（田　代）

有馬　拓見
（鹿　屋）

飯ケ谷　亮
（東　部）

小山　浩文
（東串良）

川越　和成
（大根占）

宮下　智弥
（大姶良）

新保　美樹
（垂　水）

津曲　新
（高　山）

角野　裕一
（高山・内之浦）

吉元　一志
（鹿　屋）
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Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

広
報
課　

０
９
９
４ 

― 

４
１ 

― 

４
７
４
６
ま
で

kg 1kg

　

い
き
い
き
部
会
田
代
は
４
月
26
日
、
上

柴
立
地
区
公
民
館
で
お
じ
ゃ
ん
せ
（
ミ
ニ

デ
イ
）
を
開
き
、
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
参
加
者
の
希
望
で
「
料
理
教

室
」
を
開
催
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
旬
の
タ
ケ

ノ
コ
を
使
っ
た
ご
飯
、
天
ぷ
ら
の
他
、
か

き
揚
げ
や
広
報
誌
「
み
の
り
」
４
月
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
た
「
春
キ
ャ
ベ
ツ
の
白
い

ス
ー
プ
」
で
し
た
。

　

参
加
者
が
お
互
い
に
先
生
に
な
り
、
調

味
料
や
水
の
加
減
を
調
整
し
て
和
気
あ
い

あ
い
と
調
理
を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
完
成
し
た
豪
勢

な
メ
ニ
ュ
ー
は
「
美
味
し
い
」
と
大
好
評

で
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
鹿
屋
支
部
で
は
４
月
27
日
、

大
姶
良
支
所
前
に
て
「
寄
せ
植
え
」
を
開
催
し
、

部
員
13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
持
参
し
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
季
節

の
花
や
観
葉
植
物
を
た
く
さ
ん
植
え
て
持
ち

帰
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
職
員
の
話
を
熱
心

に
聞
き
「
色
や
配
置
を
考
え
な
が
ら
す
る
の
は

な
か
な
か
難
し
い
ね
」「
欲
張
り
だ
か
ら
つ
い

つ
い
た
く
さ
ん
植
え
て
し
ま
う
の
よ
」
そ
ん
な

会
話
も
あ
り
つ
つ
楽
し
そ
う
に
取
り
組
む
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
な
い

中
、
部
員
が
交
流
す
る
機
会
を
設
け
よ
う
と

今
後
は
３
ヶ
月
に
１
回
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）
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【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

〈ＪＡ畜産部から〉
　５月子牛せり市につ
いては、飼料・燃料価格
の高騰や弱含みで推移
する枝肉相場への警戒
感、来年末の出荷を想
定した肥育素牛の導入
が進んだことから牛舎
の充足率が高く、平均
価格は、561,258円（税
込）、前月比▲ 83,486
円となりました。

　県内各地において、
新型コロナウイルス感
染が継続的に発生して
おります。こまめに手
洗いうがいを心がけ、
日々の飼養管理に努め
ましょう。

５月分 畜産情報

9　2022.6 みのり



７⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性
1㈮ ⽥ 代 1 1
1㈮ ⼤根占 5 5
7㈭ 串 良 10
7㈭ 東串良 7
12㈫ 東串良 7 7
20㈬ ⿅ 屋 5
20㈬ 垂 ⽔ 5
25㈪ 根 占 10 5
28㈭ ⾼ ⼭ 10

６⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性
1㈬ 東串良 7
9㈭ 串 良 2
9㈭ 東串良 7
10㈮ ⼤根占 10 5
10㈮ 佐 多 5
14㈫ 根 占 10 3
14㈫ ⽥ 代 2 2
16㈭ 垂 ⽔ 3

実 施 ⽇ 会   場

７/７（⽊）〜 13（⽔） 串良平和アリーナ

みのり 2022.6　10



氏　

名

年　齢

歳

住　

所

最寄りのＪＡ

支所

電話番号 ー　　　　　－

今月号の気になった記事（感想）

〈 必ずお書きください 〉
①氏名、②年齢、③住所、④最寄りのＪＡ、⑤電話番号、
⑥記事の感想
〈 締め切りについて 〉
　地域によって、本誌がお手元に届く日が異なるため、応
募締め切り日は設けておりません。次号が届くまでを目安
にご応募ください。

タテのカギ
①　 1 人用がシングルなら２人
用は

③　 作物のテンサイは、＿＿ダ
イコンとも呼びます

⑥　かまぼこの土台にします
⑧　唇に差す物
⑨　最高学府に通う人々
⑫　 2022 の百の＿＿の数字は０
です

⑭　賭博師、ばくち打ちのこと
⑯　ビールやジャムを詰めます
⑰　 ＿＿サラダ、＿＿サンド、
＿＿マヨネーズ

⑱　 大福とかようかんとか。水
無月（みなづき）というの
もあります

⑲　 いろいろな具をトルティー
ヤで挟んで作ります

ヨコのカギ
①　 虹の七色の一つ。赤の隣です
②　役者が立つ所
④　 アメリカに行くことを漢字
で表すと

⑤　とげに覆われた海の幸
⑦　 「佐藤錦」「ナポレオン」な
どの品種があります

⑩　 出番前の出演者が支度をす
る場所

⑪　 ジョン・ウェインやゲイ
リー・クーパーは＿＿劇で
活躍しました

⑬　賞与とも呼ばれます
⑭　 多くの星が集まってできて
います

⑮　おなかの上で貝を割る動物
⑯　 生産量日本一は長崎県。特に

茂木の物が知られている果物

クロスワードパズルの答え（2022 年６月号）

解 答

63円切手を貼って郵送するか、
　　　　　切手を貼らずにＪＡ支所窓口へご持参ください。

ニ ユ ウ ガ ク シ キ

エ ス ワ ラ

レ ン ア イ フ デ

ン ジ ヤ リ ン

チ タ シ ヨ ウ ワ

イ ゴ ウ ラ

ミ ヤ ザ ワ ケ ン ジ

● ボランティアグループへの食材提供の
記事を見ました。部会員のみなさんが大
切に育てた農作物が無駄になることなく、
多くの子どもたちの口に入ることになる
なんて、とても素敵な取組みだと思いま
す。　　　　　　　　　（内之浦・74歳）
〇 取材に伺った際、前田部会長、垂水こど
もみんな食堂の皆さんの「地元垂水を盛り上げたい」という熱意が
とても伝わってきました。今後、こういった活動がどんどん広がっ
ていくと良いですね！

● アジアＧＡＰ取得の荒茶工場。更なる安全・安心なお茶がいただけ
るのですね。ありがたくお茶をたくさん飲みます！（鹿児島市・58歳）
〇 これから夏に向けて、冷茶も緑色が涼し気でいいですよね！　ＪＡ
鹿児島きもつきの緑茶をこれからもどんどん飲んでくださいね！

11　2022.6 みのり



鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

63円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

✂

✂

❶
❷

❸

❹
❶

　６月の第３日曜日は「父の日」。父の日は母の日と同じく、
実はアメリカ発祥の祝日というのは皆さんご存知でしょうか？
　日本では、1950年代ごろに導入されたそうです。
　母の日はカーネーションを贈るのが一般的ですが、父の日
に贈る定番の花といえば……？　
　答えは「バラ」です。日本では、黄色のバラを見ることが
多いですよね。
　見ているだけで元気の出る「黄色のバラ」に日頃の感謝を
込めて、お父さんに贈るのも良いかもしれませんね！

１．第29回通常総代会提出議案について
２．令和３年度における固定資産減損会計について　　
３．集落座談会の対応について　
４．子会社への役員派遣について
５． 基金協会ならびに保証会社保証貸出にかかる職務権限

の変更について
６．その他

　

東
串
良
地
区
で
「
マ
ル
福
農
園
」
を
営

む
福
澤　

愛
さ
ん
は
15
年
前
、
東
串
良
町

内
の
メ
ロ
ン
栽
培
第
一
号
の
父
・
惠
（
め

ぐ
み
）
さ
ん
の
後
継
者
と
し
て
、
東
京
か

ら
ご
家
族
と
一
緒
に
帰
郷
。
親
子
２
代
、

約
40
年
続
く
メ
ロ
ン
農
家
で
す
。

　

福
澤
さ
ん
は
、
青
果
物
評
価
装
置
（
光

セ
ン
サ
ー
）
を
使
用
し
て
「
15
度
以
上
の

高
糖
度
・
き
め
細
や
か
で
盛
り
の
あ
る
美

し
い
ネ
ッ
ト
・
大
き
さ
」
の
３
つ
の
条
件

を
ク
リ
ア
し
た
高
い
品
質
の
メ
ロ
ン
を
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
べ
ご
ろ
の
見
分
け
方
が
難
し
い
と
感

じ
る
メ
ロ
ン
。
福
澤
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を

尋
ね
る
と
「
自
分
達
が
育
て
た
メ
ロ
ン
を

お
客
様
に
一
番
お
い
し
い
状
態
で
食
べ
て

も
ら
い
た
い
か
ら
、
食
べ
ご
ろ
の
目
安
を

書
い
て
入
れ
て
い
る
よ
」
と
ポ
イ
ン
ト
が

書
か
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
見
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

福
澤
さ
ん
は
「
他
産
地
の
メ
ロ
ン
に
負

け
な
い
、
美
し
い
見
た
目
と
上
品
な
甘
さ

で
食
べ
応
え
の
あ
る
自
分
達
の
メ
ロ
ン
を
、

よ
り
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

福
澤
さ
ん
の
甘
く
て
お
い
し
い
メ
ロ
ン

は
、
ど
っ
菜
市
場
に
７
月
上
旬
ま
で
出
荷

予
定
で
す
！

東串良支所管内東串良支所管内

福福
ふくざわふくざわ

澤澤　　愛愛
いとしいとし

  さんさん
昭和48年12月５日生昭和48年12月５日生

　４月 26日に第２回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。
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子牛セリ市成績表

（単位：頭・円・kg） 価格は税抜き

鹿屋 垂水 串良 東串良 高山 内之浦 大根占 根占 田代 佐多 ＪＡ全体

211 56 381 130 148 21 70 118 40 55 1,230

め 頭数 95 26 164 52 70 12 27 49 21 24 540

最高 719,000 609,000 823,000 758,000 715,000 715,000 726,000 685,000 821,000 668,000 823,000

最低 250,000 341,000 261,000 300,000 102,000 389,000 242,000 300,000 397,000 347,000 102,000

す 平均 475,516 465,615 515,165 466,827 516,529 534,833 494,333 511,429 547,333 485,667 500,322

去 頭数 116 30 217 78 78 9 43 69 19 31 690

最高 911,000 858,000 1,040,000 1,261,000 949,000 701,000 852,000 900,000 864,000 759,000 1,261,000

最低 354,000 308,000 253,000 202,000 72,000 523,000 16,000 84,000 471,000 410,000 16,000

勢 平均 607,060 601,300 611,797 591,910 625,705 630,333 602,977 605,754 646,105 583,839 608,572

547,834 538,304 570,202 541,877 574,068 575,762 561,071 566,585 594,250 541,000 561,048

-86,431 -100,778 -79,866 -76,333 -113,394 -110,975 -75,960 -50,553 -75,583 -93,228 -82,910

雌 281 286 277 271 274 274 279 286 288 281 279

去勢 315 309 307 301 312 302 311 313 327 312 310

300 299 294 289 294 286 299 302 307 298 296

５月分　畜産情報について

　本誌（みのり令和４年６月号）９ページに記載しております「 ５月分　畜産情報 」において、

子牛せり市成績表ＪＡ全体欄に誤りがありましたので、ここに訂正して、お詫び申し上げます。

【売却のみ】
地　　　　区

総　頭　数

前月比

平均体重

総平均体重

総　平　均


